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以下は、設問と２議員の回答。なお、右上の写真のように「各項目について○印を

お付けの上、 内に自由に意見をお書きください」としたが、以下の設問部

分では、その四角枠は略した。 

1、原発政策についてお尋ねします 

（１）今後の原子力エネルギー政策について最も近い考え方をひとつご回答ください 

   ア 原発は即時停止、全廃すべき 

   イ （   ）年以内に原発を全廃すべき。←（ ）内に数字をご記入ください 

   ウ 原子力発電は必要であり、縮小するが残すべき 

（２）原子力の代替エネルギーとして、最優先すべきものをひとつご回答ください。 

   ア 太陽光、イ 水力、ウ 風力、エ 地熱、オ 火力、カ バイオマス 

篠原議員 （1）記載なしで四角枠に意見記載. (2)カのバイオマス. 

    自由意見：（1）は原発の耐用年数40年が来たものから廃炉。問題等有った原  

      発 (事故等)は、そこで廃炉。新規の着工は行わないので、いずれ全廃される。 

加藤議員 （1）イで20年．（2）アの太陽光． 

    自由意見：原子力発電技術は、何らかの方法で維持すべき。 

2、福島第一原発事故にかかる放射能汚染、内部被爆等について 

（１）放射能を帯びた瓦礫等の処理についてのお考えをご回答ください。 

    ア 全国の自治体で広域処理をすべき 

    イ 放射性物質の拡散防止のために福島原発周辺で処理をすべき 

    ウ 特定の地域を選定して処理施設を設けるべき。 

    具体的な候補地があればご記入ください（        ） 

（２）原発事故に伴う内部被爆に関して、実施すべきだと思うことすべてを選択し  

  てください。 

    ア 希望者全員が内部被爆検査を受けられる体制を作る 

    イ 福島県及び周辺における18 歳以下の医療費は無料化とする 

    ウ 内部被爆により将来発生する疾病・障害の補償のための基金を設置する 

篠原議員 （1）イ. (2) ア，イ、ウ 自由意見は記載なし． 

加藤議員 （1）イ. （2）ア, ウ．自由意見は記載なし． 

3、 TPP 交渉について 

（１）ＴＰＰ交渉参加についてどうお考えですか。次の中からひとつ選択してください。 

  ア ＴＰＰ交渉に参加することに反対する 

  イ 交渉には参加した上で、国益に反する場合には撤退すればよい 

  ウ ＴＰＰ締結は日本の国家戦略として積極的に位置づけるべきである 

（２）ＴＰＰ参加による日本の医療への影響についてどうお考えですか。ひとつ選択  

  してください。 

  ア 医療ツーリズムや自由診療の拡大により医療分野の経済成長が見込める 

  イ 公的医療保険制度に大きな影響を及ぼし、医療を受ける患者の格差が拡大する 

     ウ 医療分野への影響は限定的であり、医療制度の変質までには至らない 

篠原議員 （1）ア. (2) イ．自由意見は記載なし． 

加藤議員 （1）ア. （2) イ．自由意見は記載なし． 

 

 

 

 長野県保険医協会では１月19日(付）

で、「今、東日本大震災及び福島原発

事故からの復興と社会保障・税の一体

改革など国政の課題が山積する中、私

どもの関心の高い国政の課題に関する

貴職の現時点の所見を明らかにして」

いただきたいと、長野県選挙区選出衆

議院議員5名、比例北陸信越ﾌ゙ ﾛｯｸ選出衆

議院議員11名、長野県選挙区選出参議院

議員4名の計20名の議員に「国政アン

ケート」を実施した。  

 期限とした２月９日までに篠原、加

藤の両衆議院議員から回答が寄せられ

３議員からはこの種の「アンケートに回

答しない」方針を伝えられた。回答議員

が少なかったため、期限を延長、2月20

日必着として重ねて依頼してきていた

が、寄せられなかった。当初期限まで

に回答を寄せた篠原、加藤両衆議院議

員の現時点での所見を紹介する。 

区　分 議員氏名　敬称略、*は比例北信越

回答議員 衆議院：篠原孝、加藤学（以上民主）

（団体などの）「アン
ケートに回答してい
ない」と回答の議員

衆議院：矢崎公二、沓掛哲男*（以上
民主）、参議院：吉田博美（自民）

延長期限までに回
答が寄せられな
かった議員

衆議院：下条みつ、羽田孜、糸川正
晃*、田中美絵子*、松宮勲*、笹木竜
三*、若泉征三*（以上民主）、長島忠
美*、北村茂男*、馳浩*、長勢甚遠*
（以上自民）、漆原良夫*（公明)、参議
院：北澤俊美、羽田雄一郎（以上民
主）、若林健太（自民）

4、社会保障と税の一体改革について 

（１）「一体改革」大綱素案についてどうお考えですか。 

    ア 大いに評価する 

    イ 基本的な方向性は評価する 

    ウ 評価しない 

（２）医療・介護分野における施策についてどうお考えですか 

    ア 大いに評価する 

    イ 基本的な方向性は評価する 

    ウ 評価しない 

篠原議員 （1）ウ. (2) ウ．自由意見は記載なし． 

加藤議員 （1）イ. （2) イ． 

    自由意見：具体策が充分練られていない。介護分野の改革が必要。 

5、消費税増税について 

（１）社会保障と税の一体改革では社会保障は消費税を主要財源とし、消費税増税  

  が打ち出されましたがどうお考えですか。一番近い考え方を選んでください。 

  ア 社会保障の充実と財政再建のためには消費税増税は止むを得ない 

  イ 消費税ではなく保険料を中心とし、税収では所得税、法人税等の割合を高め   

   ることで財源確保をすべき 

  ウ 徹底的な無駄の削減することを優先して財源を確保すべき 

（２）消費税を増税する場合の低所得者対策についてはどうお考えですか 

  ア 生活必需品などに軽減税率を導入する 

  イ 低所得者に現金を払い戻す給付付き税額控除の制度を設ける 

  ウ 所得税等の累進課税強化でバランスをとる 

（３）保険診療に関して消費税は非課税となっていますが、今後はどうあるべきだ   

  とお考えですか。 

  ア 非課税を継続すべき 

  イ 医療も課税とすべき 

  ウ 原則課税とした上で軽減税率を適用すべき 

  エ ゼロ税率（免税）とすべき 

篠原議員 （1）ウ． (2) ア． (3) ア． 自由意見記載なし． 

加藤議員 （1）ウ． （2) イ．  (3) ア． 自由意見記載なし． 

6、日本の医療費について 

（１）次回診療報酬の改定率が全体で＋０．００％（＋０．００４％）とされまし 

  たが、どう評価しますか。 

  ア 大いに評価する 

  イ 震災からの復興や経済状況を勘案すると概ね妥当 

  ウ (  )％以上引き上げるべきであった ←（ ）内に数字をご記入ください 

  エ 財政状況から診療報酬は引き下げるべきである 

（２）日本の医療費の水準はどうあるべきだと考えますか 

  ア ＯＥＣＤ並みの医療費水準を目指す 

  イ 公的医療費を増やすことでＯＥＣＤ並みの医療費水準を目指す 

  ウ 給付の効率化・重点化をはかり、公的医療費の伸びはある程度抑制する必要   

   がある 

篠原議員 （1）イ. (2) ア．自由意見記載なし． 

加藤議員 （1）イ. （2) ア．自由意見記載なし． 

 県保険医協会では情報発信の多様化

に合わせ、メールアドレスやファクシ

ミリ番号など登録されてない、又は変

更等された会員の先生方に、連絡をお

願いしています。 

 連絡は、協会（電話026-226-0086、

Fax.026-226-8698）へ。 

Ｅ メ ー  ルは nagano-hok@doc-net.or.jp

までお願いします。 

 

次回募集は、４月1日～５月31日です。 

 県保険医協会では、診療報酬関係

メールーニュースを配信中、また

ホームページで診療報酬改定情報を

逐次更新しています。ご利用くださ

い。メールアドレスの登録も是非！ 


